


メーデー式典次第

● 式典開会 （11：00） 

① 開会挨拶 メーデー実行委員会委員長

② 主催者代表挨拶 連合福岡会長

③ 来賓挨拶 福岡県知事・政党代表者

④ 祝電紹介・参加者数発表 

⑤ スローガン発表 連合福岡ユースター委員会

⑥ イラスト・コンテスト紹介 メーデー実行委員会

⑦ メーデー宣言（案）採択 連合福岡女性委員会

⑧ 特別決議（案）採択 メーデー実行委員会

⑨ 閉会挨拶・カンバロー三唱 連合福岡事務局長

会場配置図 （福岡アイランドシティフォーラム）
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●令和6年能登半島地震支援募金　●フードドライブ（フードバンク福岡） ●福祉募金寄贈先出店

●メーデー手作り装飾バス展示　●九州北部豪雨復興支援　●ふれあい広場  ほか

■会場内イベント11：00～13：00（予定）
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第96回メーデー宣言（案）

　本日、私たちは第96回連合福岡メーデーを開催した。

　2025年、節目の年。私たちは、過去に学び、現在を考え、未来を見据える年にしなければ

ならない。

　能登半島地震発災から1年が経過した。

未だ被災地・被災者は平穏な日常を取り戻せていない。阪神・淡路大震災から30年。この

間、幾多の自然災害に見舞われ、年々激甚化・頻発化している。一人ひとりが防災・減災の意

識を高め備えなければならない。

　私たちは、災害の記憶を風化させることなく、被災地・被災者に寄り添った支援を継続

し、これからも支え合い・助け合い運動を展開していく。

　戦後・被爆80年。決して戦争の記憶を風化させてはならない。

世界は今、「対立と分断」の道を突き進んでいる。戦後の多国間主義や国連中心主義が揺ら

ぎ、国際秩序は混沌の度合いを増している。私たちは、平和の尊さ、戦争の悲惨さを次代に

継承するとともに、世界の働く仲間と連帯を強め、非人道的な核兵器の廃絶と世界の恒久

平和の実現をめざし、平和運動を力強く進めていく。

　私たちは、賃上げがあたりまえの社会をめざし、2025春季生活闘争を展開している。

企業規模間、雇用形態間、男女間の格差是正と労務費を含む適切な価格転嫁、適正取引を徹

底し、地場の中小企業や、労働組合のない中小・小規模事業所にも賃上げのすそ野を広げて

いかなければならない。

　労働組合があるからこそ要求し、労使対等な交渉が可能となる。労働組合の意義と必要

性を社会全体に浸透させ、仲間づくりを強力に推し進めていく。

　普通選挙法の施行から100年。女性参政権が認められて80年。そして男女雇用機会均等

法施行から40年。私たちは、自由・平等・公正で平和な社会をめざしてきた。引き続き、信頼

ある政治の実現をめざすとともに、一人ひとりが尊重され、多様性を認め合い、誰一人取り

残されることのない社会をともに築いていこう。

　次代につなぐ　平和の願い！

　みんなでつくろう　支え合う安心社会と確かな未来を！

　以上、ここに宣言する。
2025年4月26日

第96回福岡メーデー

い   ま あした

あした



第96回メーデー中央大会
戦後・被爆80年 次代につなぐ平和の特別決議（案）

　2025年、戦後・被爆80年となる。

　80年前、第二次世界大戦により、世界で約8千万人が犠牲となった。人類史上、初めて広島

に、そして長崎に投下された原子爆弾は計り知れない破壊と苦しみをもたらした。

　今なお、戦禍の傷跡や痛みは癒えていないが、連合は、不戦の誓いのもと、働く仲間が連帯

し、平和・人権・民主主義を守る歩みとともに、沖縄・広島・長崎・根室において平和運動を展開

している。

　ウクライナ、パレスチナ、ミャンマーなど、今なお、世界では戦争・紛争や人権侵害が起きて

いる。なんら罪のない多くの人々は苦しみ、依然として核兵器の脅威は存在している。戦禍の

記憶を風化させることなく、武力ではなく、対話と信頼の関係構築を通じ、戦争や核兵器のな

い世界、持続可能な世界の実現に向けて、私たちは、不断の努力を続けなければならない。

　昨年、被爆者の立場で「核兵器なき世界」を訴え続けた日本被団協がノーベル平和賞を受賞

したことは、「対立と分断」を深める世界への警鐘である。

　「一発の原子爆弾は私の身内5人を無残な姿に変え一挙に命を奪いました。その時目にした

人々の死にざまは、人間の死とはとても言えないありさまでした。たとえ戦争といえどもこん

な殺し方、こんな傷つけ方をしてはいけないと、私はそのとき、強く感じたものであります。」

　これは、日本被団協・代表委員の田中熙巳（たなか てるみ）さんの言葉である。

　戦争は最大の人権侵害である。

　今を生きる私たちの責任として、戦争の悲惨さと平和の尊さを次代に継承していかなけれ

ばならない。

　戦後・被爆80年の今、世界がより良い未来へと向かうための行動と平和の誓いを新たにし、

次代につなぐ平和の決議とする。

あした

2025年4月26日
第96回福岡メーデー





※入選者にはクオカードを進呈します

対　　象：連合組合員とその家族、
　　　　連合組合員のＯＢ・ＯＧ（退職者含む）

１次締切：2025年4月17日（木）20：00まで

最終締切：2025年5月 8日（木）20：00まで

送付方法：QRコードを読み取り、応募サイトから送信する

募集要項

イラストのテーマ：『家族との時間』

※入選者にはクオカードを進呈します

　連合は2025春闘において『みんなでつくろう！賃上げがあたりま
えの社会』をスローガンに掲げ、持続的な賃上げの実現をめざして
います。
　みなさんは「賃上げがあたりまえの社会で、家族との時間」をどう
過ごしますか？　
　今年のイラスト募集は、「家族との時間」をキーワードにしました。

  

　賃金（給料）が上がること、上がり続けることをイメージできるも
のをイラストにしてご応募ください。

・賃金（給料）が毎年上がり続けるイメージで、家族≒「仲間」≒「誰かと」
・賃金（給料）が上がったら「家族との時間」をどう過ごすか
・お子さまであれば、保護者の給料が上がったら何を期待しますか など

（メーデーにて活用)

募集中！

イラストコンテストイラストコンテスト
「家族との時間」



　第96回福岡メーデー実行委員会は、昨年発災した「令和6年能登半島地震」災害支援募金に引き続き
取り組みます。この募金は、連合福岡を通じて石川県へお送りします。
昨年1月1日の能登半島地震と9月21日の豪雨災害を受けて、石川県内の各自治体は「指定避難所」を開
設してきましたが、本年4月13日、仮設住宅の建設や自宅の再建などが進み、石川県輪島市にある最後
の避難所が閉じられました。　
　また、福祉避難所もすべて閉じたということです。
　石川県によりますと、地震と豪雨の仮設住宅には、4月10日の時点で合わせて13,945人の方が生活
しており、今後、被災した人たちへの支援は、仮設住宅を出た後の恒久的な住まいの確保などに、より
重点が置かれることになります。
　4月26日、第96回福岡メーデー当日は、ホール入口とカンファレンス入口の2ヵ所で募金箱を設置
してお待ちしています。
　みなさまのご協力をお願いたします。

2025年4月26日
第96回福岡メーデー実行委員会

「令和6年能登半島地震」災害支援募金

　下記写真は、令和6年9月21日の豪雨災害を受けて、10月13日から11月1日にかけて、延べ526名の組合員の方が、

連合救援ボランティア活動に参加している様子を掲載しています。

▲泥出し作業

▲集合写真 ▲作業の様子

▲泥の運び出し作業

▲物品清掃

▲泥出し作業

▲泥出し作業前 ▲泥出し作業後 ▲泥出し作業前 ▲泥出し作業後

活動の様子

①



働くあなたの悩みに 弁護士がお応えします

働く人の生活なんでも法律相談働く人の生活なんでも法律相談働く人の生活なんでも法律相談
　毎月第2・4火曜日15時

　10時　17時　～

<月～金曜日 10時～17時>
TEL.(092)283-5280

電話(092)400-6215

電話にて先着順に予約受付

※定員になり次第締め切らせて頂きます。
※土・日・祝日の受付はできませんので、ご了承下さい。

日 

時
　福岡市博多区店屋町6番5号小松ビル1F
連合福岡・福岡地域協議会

会 

場

<月～金曜日 10時～16時>(祝祭日は休み)

TEL.(092)731-1455
FAX.(092)731-1457

福岡エリア

生活なんでも相談ダイヤル

生活相談 福祉相談 法律相談

日常生活の中で色々な悩みや不安が生じたとき、一緒
になって問題解決をはかります。
相談機関ネットワークを使っての専門的なアドバイス
の他、各種施設やサービス等が利用できる情報の提供
も行っています。

※相談・取次は原則無料ですが、専門家に相談する場合、別途料金が
かかる場合がありますので、ご了承ください。また、面談による相談
は事前の予約が必要です。

相談
受付 平日

「グリーンコープ生協ふくおか」では、あらゆる福

祉の相談を受ける“ふくし情報でんわ”を開設
しています。福祉や子育てに関する「あんなこと」

「こんなこと」教えてくれます。

困ったり悩んだりしたとき、お気軽にお電話くだ

さい。


























